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数値データをwww上でダイナミックにグラフ化する一方法
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A Method for Dynamic Graphing of Numerical Data 
on the World Wide Web 
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Abstract 

As WWW spreads， an application software using network has come to be requested. It has a 

function to graph numerical data dynamically according to the user input. This paper explains how 

to achieve it by using the plot library for web which creates both Postscript and GIF format files. This 

application is composed of three parts : (1) form for data input ; (2) CGI script which handles data 

input ; (3) program which makes graph. In this study， an example of graphing the aftershock proba-

bility is shown in detail. 
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はじめに

インターネット上でのアプリケーションである World

Wide Webがこれほど発展してきた理由は，ドキュメント

がHTML言語で記述されているということと，フォーム

およびフォーム処理を行うコモンゲートウェイインター

フェース (CGI)が利用できることをあげることができる.

フォームは，テキストフィールド，ラジオボタン，チェッ

クボックスやメニューなどのグラフイカルユーザインター

フェースをフォームタグを用いて非常に簡単に記述するこ

とが可能である.さらにフォームに記述されたデータを

CGIを用いて処理することによってユーザとのインタラ

クティブな対話が可能である.また，クライアントである

W WWブラウザは， Windows， Mac， UNIXなど複数のプ

ラットフォームで開発がなされており，この点でも柔軟な

システム作成が可能となっている.本報告では， Webに適

したプロットライブラリ(鶴岡， 1997)を用いた Webアプ

リケーションの作成方法を，余震の確率予報のグラフ化と

いう例をあげて詳しく解説する.ここで利用する言語は

perlおよび Fortranである.
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余震の確率

大きな浅い地震が発生すると余震が続発するが，本震一

余震型の地震については，本震からの経過とともに余震の

発生確率が改良大森公式に従って減少していくことが知ら

れている.また，大きな地震ほど発生度数が少ないことも

Gutenberg-Richterの関係式で表現されることがよく知

られている.これらの関係を組み合わせることによって，

余震の発生回数は， Utsu (1970)によれば，

n (Mm， M， t)=10A+b(Mm司M).(t十c).p (1) 

と表現できる.(1)式において，nはマグニチュードMmの

本震後 t臼における 1Bあたりのマグニチュード M以上

の余震回数で， A， b，c，pは定数である.さらに余震の発生

がお互いに無関係で時間的に無関係に発生する現象(定常

ポアソン過程)で表現できると考えると，余震の発生確率

を求めることができる. (1)式で表現される事象に対して，

本震後S日から S+T日までにマグニチュードM 以上の

地震が少なくとも I回以上発生する確率Pは
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で与えられる.pが 1でないときには，阿部(1994)の(3)式

にPの計算式が記述されている.本報告ではこの計算式を

利用する. なお，定数 A，b， c， pのそれぞれの値は Utsu

(1970)の日本の標準的余震系列を用いて， A = -1.83， b = 
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0.85， c=Oふp=1.3を採用した.

Webアプリケーション

本震Mmのあと S日経過した後にマク守ニチュードが本

震のマグニチュードより1.0，0.5， 0.0 (本震Mmと同じ大き

さの地震が起こる場合でこれはあまり現実的ではなL、)小

さい余震が発生する確率を(2)式に従って横軸に T，縦軸に

Pをとってグラフ化する Webアプリケーションに必要な

部品を以下に述べる.部品はおおまかに，本震Mmの大き

さおよび本震からの経過日数 Sを入力するフォーム，

フォームの入力を読みとり処理をするとともに HTML

ファイルを動的に作成する perlの CGIスクリプト，本震

Mmの大きさと本震からの経過日数 Sの際の余震の確率

グラフを作成する， Fortranプログラムからなる.

表 1

<html> 
<head> 

<title>余震の確率評価</title>
</head> 
<body bgcolor="#ffffff"> 
<hl>余震の確率評価</h工〉
このページでは、日本の標準余震系列について、

-フォーム

本震の大きさおよび本震からの経過日数を入力するため

のフォームが，表 lである.さらにこのフォームを

WWWブラウザで表示させると図 Iとなる.

余震の起こる確率を計算し、オンラインでグラフ化します。
<form action="/cg工 b工n/afts.pl" method="post"> 
<table> 
くtr>

〈七d align="right" bgcolor="#OOfOcO">本震のマグニチュード.
くtd><inputname="拍 nl1 S工ze=8value="7.0"> 
</tr> 
<tr> 
〈七d align=" righ七11 bgcolor=1I判OfOcO">本震からの経過日数.
〈七d><inputname="sn size=8 value::::"l.011> 
</tr> 
くtr>

くtdcolspan=2 align="center">くinput type:::::Usubmitll value=1rグラフ化の実行">
</tr> 
</table> 
</form> 
</body> 
</html> 

余震の確率評価
このベ』ジマは、日本の標準余震呆言明こついて、余震の起こる確率在計箪し、オンラインでタラフftしま
す。
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図1. フォーム例.余震の起こる確率を計算するために，本震のマグニチュードと

本震からの経過日数を入力後，グラフ化の実行ボタンをクリックする.
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この変数Mm，Sに従ってグラフ作成プログラムを実行

し，結果を表示するための HTML文書を動的に作成す

るだけである.

・グラフ作成プログラム

余震の確率のグラフは，鶴岡 (1997)のWebに適したプ

ロットライブラリを利用して作成される.このプログラ

岡

• CGIスクリプト

表 2は表 1のフォームを処理する perlスクリプトであ

る. フォームでのパラメータを抽出する cgi・lib.pl(http 

: j jwww.bio.cam.ac.ukjwebjform.html) を利用して

いる.スクリプトを見て分かるとおり，この CGIスクリ

プトは，フォームからのパラメータ Mm，Sを読みとり，

鶴18 

表 2

#!/usr/local/bin/perl 

require '/usr/local/lib/perl/cgi-l工b.pl'; 
$PROGRAM '/usr/local/etc/ht七pd/bin/af七S1 i 

非フォームに入力されたパラメータの抽出
&ReadParse (* in) ; 
$Mm = $in{'附 n'}; 
$8 $in{ '8'); 

宇G工F sprin七f("/usr!local/etc/httpd/htdocs/afts/fig$$.gif");
$8RC sprintf("/afts/fig$$.gif"); 

持グラブの作成
system "$PROGRAM卒Mm$8 $G工F > /dev/null"; 

# HTMLファイルの作成
print "Content-type: text/html￥n￥n" ; 
print "<html><head><七itle>余震の確率評価</title></head>￥nl1 i 

print "<body>￥nllj 
print 川 hl>計算結果</hl>￥nl1;

print IF<img src=￥"卒8RC，，">￥n"j
prin七 "</body>￥n"i 

print "</html>￥nll i 
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解析結果表示例.図 2.



数値データ与を WWW  上でダイナミソク lこクラブ化する一方法 19 

は，フォームからの入力をそのまま反

映できるように，コマンドラインパラメータで本震の大

きさや本震からの経過時間， WWWブラウザ上でイン

ライン表示可能な両像ファイル形式である GIFファイ

ルのブァイル名を指定できるように作成することであ

る.

実際に図 1のフォームにパラメータを入力して，グラフ

うと圏 2の結果が表示される.

余躍の確率グラフを WWWr.でダイナミックに表示さ

せる方法を説明したE 問題を非常に簡単化するため 2パラ

メータとしたが，本報告で述べた方法をもとに，パラメー

タを増やし複雑な問題にもすぐ適応可能である.例えば，

ここでは， A， b，c，pなどは定数として扱ったが，これらも

パラメータとして入力できるアプリケーションもすぐでき

るはずである. WWWが情報共有を日的として発展して

きたため， フォームと CGIを用いたこのような Webアプ

リケーションは，公開のためのシステムであるととらえが

ちであるが，簡単にグラブイカルユーザインターブエース

を利用できるプログラム開発環境ととらえることができる

のではないた。ろうか.公開するかどうかはサーバの設定で

可能であるからである.これまでの XベNindowsr.'や，
Windows上でのアプリケーション開発において，テキス

トフィー jレド，ラジオボタン，チェックボックスやメ

ニューなどのグラブイカルユーザインターフェース

するためには， UNIXでは， Motifライブラリの利用，

Windowsでは， MFCクラスライブラリなどを用いて，か

なりの量のプログラムコードを作成することが必要で‘あっ

た.このことを考えると，今回述べたフォームと CGIの組

み合わせばかなり効率的である.

おわりに

本報告は Wcbアプリケーション作成のための 1}j法に

過ぎないが， この方法を応用することによってさらに復雑

な Web アプリケーション開発が可能である.
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